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一
、
は
じ
め
に

　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
源
有
房（
１
）の
家
集
と
し
て
『
有
房
中
将
集
』
が
二
種
所
蔵
さ
れ
、

と
も
に
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
七
巻
『
中
世
私
家
集
三
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る（
２
）。
い
ず

れ
も
本
文
と
し
て
は
既
に
書
陵
部
蔵
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
の
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
書
陵
部
蔵
本
の
親
本
で
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
の
解
題
で
井
上
宗

雄
氏
は
、
こ
の
二
種
を
区
別
す
る
た
め
、
従
来
『
私
家
集
大
成
』
の
「
有
房
Ⅰ
」
系
統
（
書
陵

部
甲
本
〔
五
〇
一
・
三
一
〕）
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
寿
永
百
首
の
和
歌
を
掲
載
し
た
集
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
寿
永
百
首
本
」
と
呼
び
、も
う
一
方
の
『
私
家
集
大
成
』
の
「
有
房
Ⅱ
」
系
統
（
書

陵
部
乙
本
〔
一
五
〇
・
五
六
七
〕
と
丙
本
〔
五
〇
一
・
三
〇
九
〕（
３
））
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
「
定

家
本
」
と
称
し
て
お
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
定
家
本
」
と
い
う
命
名
の
所
以
に
つ
い
て
、
解
題
で
は
「
書
写
に
定
家
が
関
与
し
た

と
こ
ろ
か
ら
『
有
房
中
将
集
定
家
本
』
と
し
て
立
て
る
こ
と
と
し
た
」
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
定

家
の
関
与
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
る
。

　

一
、 

表
紙
の
中
央
に
記
さ
れ
た
「
有
房
中
将
集
」
の
文
字
が
定
家
筆
か
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

　

二
、 

本
文
の
筆
跡
に
つ
い
て
「
一
オ
3
行
目
あ
た
り
ま
で
定
家
筆
か
と
見
ら
れ
る
」
こ
と
。

　

三
、  

重
ね
書
き
、
書
き
入
れ
、
訂
正
の
あ
と
は
多
い
が
、「
そ
れ
ら
が
定
家
の
手
に
な
る
も
の

か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
こ
と
。

　

い
ず
れ
も
定
家
筆
と
の
断
定
は
避
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
定
家
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
定
家
監
督
書
写
本
が
多
く
公
開
さ
れ
写
真
や
影
印

を
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、こ
の
『
有
房
中
将
集
定
家
本
』（
以
下
『
有
房
中
将
集
』

と
呼
ぶ
）の
外
題
に
見
え
る
筆
跡
も
本
文
冒
頭
の
筆
跡
も
、定
家
と
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
こ
れ
が
定
家
本
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
定
家
の
関
与
が
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
以
下
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
定
家
の
書
写
工
房
に
お
け

る
書
写
活
動
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　

二
、『
有
房
中
将
集
』
の
書
誌
と
定
家
書
写
本
の
範
囲

　

先
ず
、『
有
房
中
将
集
』
の
書
誌
を
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
の
解
題
に
よ
り
確
認
し
て
お
く
。
大

き
さ
は
縦
二
十
一
・
四
セ
ン
チ
、
横
十
四
・
一
セ
ン
チ
の
一
冊
本
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
の
打
ち
紙

で
鳥
の
子
紙
が
混
ざ
る
。
装
丁
は
綴
葉
装
。
五
括
か
ら
成
り
紙
数
は
四
十
八
枚
。
所
収
歌
数
は

四
百
七
十
九
首
。
本
文
墨
付
は
九
十
四
丁
、
筆
跡
に
つ
い
て
は
「
初
め
の
、
一
オ
3
行
目
あ
た

り
ま
で
定
家
筆
か
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
あ
と
は
側
近
の
筆
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
鎌
倉

初
期
の
写
で
あ
る
。
な
お
、
重
ね
書
き
、
書
き
入
れ
、
訂
正
の
あ
と
は
か
な
り
多
い
。
そ
れ
ら

が
定
家
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
」
と
あ
る
。

藤
原
定
家
の
書
写
活
動
と
『
有
房
中
将
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
学
／
講
師　
　

岸
本　
理
恵
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本
稿
で
は
こ
の
本
に
つ
い
て
、
定
家
本
と
認
め
う
る
も
の
か
ど
う
か
見
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
定
家
本
つ
ま
り
定
家
が
書
写
に
関
与
し
た
本
と
は
、
全
丁
が
定
家
の
書
写
に
よ

る
も
の
に
限
ら
な
い
。
そ
の
認
定
で
き
る
範
囲
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
片

桐
洋
一
氏
に
よ
っ
て
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
十
七
『
平
安
私
家
集
四
』
の
解
題
に
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う（
４
）。
す
な
わ
ち
、

　
　
（
1
） 
全
丁
を
定
家
自
身
が
書
写
し
た
も
の

　
　
（
2
） 
一
部
を
定
家
み
ず
か
ら
が
書
写
し
、
残
り
を
周
辺
の
人
に
書
写
さ
せ
て
校
閲
し
た
も

の

　
　
（
3
） 

全
体
を
周
辺
の
人
に
書
写
さ
せ
た
の
ち
に
校
閲
加
筆
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
定
家
の
監
督
下
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
定
家
書
写
本

と
認
め
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
の
み
が
定
家
で
本
文
の
大
部
分
を
周
辺
の
人
が
書
写

し
て
い
る
も
の
や
、
定
家
の
書
写
し
た
本
文
が
な
い
場
合
で
も
、
定
家
が
外
題
や
集
付
を
認
め

て
い
た
り
書
き
入
れ
を
し
て
い
た
り
す
る
場
合
は
定
家
監
督
書
写
本
な
ど
と
呼
ば
れ
、
広
く
定

家
の
書
写
本
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
本
の
方
が
定
家
自
ら
全
丁
を
書
写

し
た
も
の
よ
り
も
多
く
現
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
実
質
的
に
は
定

家
が
書
写
し
た
も
の
と
同
等
の
価
値
を
持
つ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（
５
）。
つ
ま
り
本

文
の
書
写
は
す
べ
て
側
近
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
外
題
や
奥
書
を
定
家
が
認
め
て
い
た
り

校
閲
加
筆
を
し
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
広
く
定
家
書
写
本
と
呼
び
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
有
房
中
将
集
』
の
場
合
、
外
題
の
筆
跡
は
叢
書
の
解
題
で
も
「
推
測
」
と
し
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
、定
家
に
酷
似
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
定
家
と
は
断
定
し
が
た
い
。
後
に
出
版
さ
れ
た
『
冷

泉
家
の
秘
籍
』
解
説
で
も
こ
の
外
題
に
つ
い
て
、「
定
家
様
だ
が
、
や
や
力
強
さ
に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
定
家
側
近
の
手
に
な
る
可
能
性
な
し
と
し
な
い
」
と
さ
れ
る（
６
）。

　

冒
頭
の
筆
跡
は
ど
う
か
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
叢
書
の
解
題
で
は
「
一
オ
3
行
目
あ
た
り

ま
で
定
家
筆
か
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
稿
者
は
こ
れ
を
定
家
で
は
な
く
周
辺
の
人
物
の
筆

と
見
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

　

本
文
の
訂
正
等
書
き
入
れ
に
つ
い
て
叢
書
の
解
題
は
「
定
家
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は

確
定
で
き
な
い
」
と
す
る
。
先
引
の
解
題
が
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
う
し
た
書
き
入
れ
は
多
い

が
、
時
雨
亭
叢
書
の
影
印
で
稿
者
が
確
認
し
た
限
り
に
お
い
て
、
疑
い
な
く
定
家
と
断
定
し
う

る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
定
家
監
督
書
写
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
本
文
の
上
か
ら
濃

い
墨
で
な
ぞ
り
書
き
し
た
訂
正
で
あ
っ
て
も
、
本
文
と
同
筆
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
具
体
的
に

【
図
1
】
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
上
段
に
挙
げ
た
箇
所
は
、
文
字
の
上
か
ら
太
め
の
線
で
な
ぞ

り
書
き
を
し
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
「
や
」
の
場
合
は
語
句
が
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
ふ
つ
」
は
「
ほ
と
け
」
と
書
い
た
も
の
を
上
か
ら
「
ふ
つ
（
ぶ
つ
）」
と
訂
正
し
て
い
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
書
き
直
さ
れ
た
字
は
訂
正
を
さ
れ
る
前
の
文
字
よ
り
も
太
く
、
一
見
す
る
と
定

家
が
加
え
た
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
箇
所
に
あ
る
本
文
で
訂
正
の
な
い
同
じ
文

字
（【
図
1
】
下
段
）
と
筆
跡
を
比
べ
て
み
る
と
特
徴
が
一
致
し
て
お
り
、
本
文
と
同
筆
に
よ
る

重
ね
書
き
訂
正
で
あ
る（
７
）。『
有
房
中
将
集
』
に
は
集
付
も
な
く
、
こ
の
よ
う
に
、
本
文
の
書
写

に
定
家
の
筆
が
見
ら
れ
な
い
場
合
で
も
定
家
監
督
書
写
本
の
指
標
と
な
る
外
題
や
本
文
の
加
筆
・

訂
正
に
お
い
て
、『
有
房
中
将
集
』
に
は
定
家
の
関
与
が
た
や
す
く
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

訂
正
の
あ
る
箇
所

訂
正
の
な
い
箇
所

94 オ 3 行目 11 オ 3 行目

94 ウ 4 行目 11 オ 6 行目

94 ウ 6 行目 16 ウ 6 行目

【
図
1
】『
有
房
中
将
集
』
の
重
ね
書
き
訂
正
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三
、
冒
頭
部
分
の
筆
跡

　

外
題
や
書
き
入
れ
に
定
家
筆
の
も
の
が
認
め
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
こ
の
『
有
房
中
将
集
』

を
定
家
本
と
認
め
る
た
め
に
、
残
る
は
本
文
そ
の
も
の
の
筆
跡
の
検
討
と
な
る
。
冒
頭
部
分
の

筆
跡
が
定
家
と
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
少
し
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。『
冷
泉

家
の
秘
籍
』
で
も
こ
れ
を
「
本
文
は
終
始
側
近
の
筆
だ
が
、
少
な
く
と
も
三
人
以
上
の
寄
り
合

い
書
き
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、「
定
家
等
筆
」
と
せ
ず
「
藤
原
定
家
監
督
書
写
」
と

し
て
い
る（
８
）。
た
だ
し
、『
有
房
中
将
集
』
冒
頭
部
分
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う

に
他
の
定
家
監
督
書
写
本
の
側
近
筆
の
中
に
同
筆
資
料
を
多
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の

人
物
を
仮
に
Ａ
と
呼
ぶ
）。

１
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
秋
篠
月
清
集
』
第
二
筆

内
題
「
式
部
史
生
秋
篠
月
清
集
上
」「
式
部
史
生
秋
篠
月
清
集
下
」「
百
首
愚
草
」
等
、
目
次

や
部
立
、
所
々
の
詞
書
の
う
ち
漢
字
の
多
い
も
の
は
定
家
の
筆
。
和
歌
は
A
の
筆
跡
。
ま
た
、

上
巻
の
奥
に
は
定
家
の
筆
跡
で
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

２
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
伊
勢
集
』
第
二
筆

外
題
と
本
文
冒
頭
一
面
分
は
定
家
筆
。
以
下
の
本
文
は
A
筆
。
わ
ず
か
な
が
ら
、
定
家
が
本

文
を
重
ね
書
き
し
て
訂
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。

３
穂
久
邇
文
庫
蔵
『
千
穎
集
』
第
二
筆

本
文
冒
頭
「
千
穎
集
序
」
か
ら
二
丁
に
わ
た
り
漢
文
で
書
か
れ
た
序
文
は
定
家
の
筆
。
続
く

百
首
歌
は
冒
頭
の
「
春
十
一
」
や
、
十
五
丁
表
「
心
細
十
首
」
の
部
立
は
定
家
筆
。
和
歌
本

文
は
A
の
筆
。

４
穂
久
邇
文
庫
蔵
『
檜
垣
嫗
集
』

　

内
題
「
檜
垣
嫗
集
」
は
定
家
筆
。
本
文
は
全
丁
A
筆
。
所
々
に
定
家
の
訂
正
が
見
え
る
。

５
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
『
是
則
集
』

現
在
の
表
紙
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
が
、
題
簽
と
し
て
付
さ
れ
た
「
是
則
集
」
は
定
家
筆
。

題
簽
の
料
紙
は
二
重
丸
に
萩
唐
草
文
様
で
、
こ
れ
は
後
で
述
べ
る
浅
野
家
蔵
『
相
模
集
』
や

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
仲
文
集
』
な
ど
の
定
家
本
私
家
集
に
同
様
の
料
紙
を
表
紙
と
し
て

用
い
た
も
の
が
複
数
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
は
『
是
則
集
』
に
も
こ
れ
ら
と
同
様

の
表
紙
が
あ
っ
た
の
を
、
表
紙
を
取
り
替
え
る
際
に
外
題
部
分
を
切
り
取
っ
て
題
簽
と
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
内
題
は
「
こ
れ
の
り
」
と
あ
り
定
家
筆
で
あ
る
よ
う
だ
が
や
や
勢
い

に
欠
け
る
。
本
文
は
冒
頭
か
ら
A
の
筆
で
、
途
中
五
丁
裏
の
「
恋
部
」
は
定
家
筆
。
集
付
も

一
部
は
定
家
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

６
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
『
興
風
集
』
第
二
筆

外
題
「
興
風
集
」
は
定
家
だ
が
内
題
「
お
き
か
せ
」
は
本
文
の
A
と
同
筆
。
本
文
は
冒
頭
一

行
目
「
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
」
の
み
定
家
、
以
下
は
A
の
筆
。
本
文
の
訂
正
や
集

付
の
一
部
は
定
家
の
筆
で
あ
ろ
う
。

７
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
大
斎
院
前
の
御
集
』
下
巻
第
三
筆

外
題
や
内
題
は
な
い
。
上
下
巻
を
合
綴
し
て
一
帖
と
な
っ
て
い
る
。
下
巻
部
分
の
本
文
は
定

家
と
二
人
の
側
近
の
三
筆
か
ら
な
る
。
定
家
は
「
下
巻
」
と
い
う
見
出
し
、
そ
れ
に
続
く
冒

頭
を
書
写
す
る
。
定
家
に
続
い
て
A
と
は
異
な
る
人
物
が
書
写
し
、
下
巻
の
墨
付
三
十
六
丁

の
う
ち
巻
末
部
分
の
約
六
丁
半
の
み
を
A
が
書
写
す
る
。
所
々
に
定
家
の
加
筆
訂
正
が
あ
る
。

８
松
岡
家
蔵
『
金
槐
和
歌
集
』
第
二
筆

外
題
と
奥
書「
建
暦
三
年
十
二
月
十
八
日
」は
定
家
の
筆
。
本
文
は
大
半
が
A
の
筆
だ
が
、「
春
」

「
夏
」
な
ど
の
部
立
や
、
所
々
の
詞
書
で
特
に
漢
字
の
多
い
部
分
は
定
家
が
書
写
し
て
い
る
こ

と
は
、『
秋
篠
月
清
集
』
や
『
千
穎
集
』
等
と
同
様
で
あ
る
。

９
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
公
忠
朝
臣
集
』

外
題
「
公
忠
朝
臣
集
」
は
定
家
と
思
わ
れ
る
が
、
や
や
勢
い
に
欠
け
る
。
内
題
「
き
む
た
ゝ
」

お
よ
び
本
文
は
全
丁
A
の
筆
。

10
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
仲
文
集
』

　

外
題
は
定
家
と
見
て
よ
い
が
、
内
題
「
仲
文
」
は
や
や
勢
い
に
欠
け
る
。
所
々
の
加
筆
訂

正
は
定
家
の
筆
。
本
文
は
冒
頭
か
ら
A
の
筆
で
あ
る
。

11
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
恵
慶
集
』
上
巻
第
二
筆

外
題
お
よ
び
集
付
や
訂
正
の
筆
は
定
家
。
本
文
は
冒
頭
か
ら
二
十
一
丁
表
一
行
目
ま
で
が
定

家
、
残
り
は
A
の
筆
。
冒
頭
を
定
家
が
書
写
す
る
も
の
は
少
な
く
な
い
が
、
多
く
は
冒
頭
の

数
行
ま
た
は
二
〜
三
丁
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
丁
数
を
定
家
が
書
き
続
け
る
も
の
は
他
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に
例
を
見
な
い
。

12
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
伊
勢
大
輔
集
』
第
一
・
三
筆

外
題
・
内
題
と
も
に
定
家
筆
で
、
本
文
に
は
定
家
の
加
筆
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
本
文
の
筆
跡

は
全
丁
に
わ
た
り
側
近
の
も
の
。
十
丁
表
八
行
目
か
ら
十
一
丁
裏
七
行
目
ま
で
の
約
二
丁
分

は
冒
頭
部
分
と
は
異
な
る
側
近
筆
（
第
二
筆
目
）
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
A
の

筆
で
あ
る
。

13
穂
久
邇
文
庫
蔵
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
第
二
筆

冒
頭
一
丁
半
を
定
家
が
書
写
し
、
三
番
右
歌
か
ら
を
A
が
引
き
継
ぐ
の
は
、
私
家
集
の
書
写

と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
、『
大
弐
高
遠
集
切
』
な
ど
の
古
筆
切
や
歌
学
書
・
散
文
作
品
・
記
録
の
類
に
も
こ

の
筆
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
筆
跡
は
管
見
に
入
っ
た
限
り
の
定
家
監
督
書
写
本
に

お
い
て
最
も
多
く
の
同
筆
資
料
が
確
認
で
き
る
も
の
で
、
ま
た
他
の
側
近
に
比
べ
て
定
家
に
比

較
的
よ
く
似
た
筆
跡
で
あ
る
。
定
家
の
書
写
工
房
に
お
い
て
書
写
を
助
け
た
者
の
中
で
も
有
力

な
人
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

四
、
第
二
筆
目
以
降
の
筆
跡

　
『
有
房
中
将
集
』
の
書
写
分
担
は
、
冒
頭
か
ら
三
丁
表
の
四
行
目
ま
で
あ
た
り
が
こ
の
A
の
分

担
と
見
ら
れ
る
。
続
く
部
分
に
も
筆
跡
が
交
代
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
、
そ
れ
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

①
冒
頭
か
ら
三
丁
裏
四
行
目
ま
で

　

②
三
丁
裏
五
行
目
か
ら
六
十
九
丁
表
八
行
目
ま
で

　

③
六
十
九
丁
表
九
行
目
か
ら
七
十
三
丁
裏
十
行
目
ま
で

　

④
七
十
四
丁
表
一
行
目
か
ら
巻
末
ま
で

　
【
図
２-

１
】【
図
２-

２
】
に
は
右
の
①
か
ら
④
の
部
分
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
「
た
」「
人
を
」
を

示
し
た
。「
た
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
①
③
は
中
央
横
画
が
ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
の
に
対
し
、
②
④

は
右
上
に
著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
。「
人
」
で
は
①
③
が
二
画
目
を
伸
ば
し
た
上
で
一
旦
止
め
て

か
ら
「
を
」
を
書
く
の
に
対
し
、
②
④
は
「
人
」
の
二
画
目
を
「
を
」
へ
つ
な
げ
る
た
め
湾
曲

さ
せ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
。
よ
っ
て
①
と
③
、
②
と
④
は
同
筆
と
認
め

て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
冒
頭
の
書
写
を
分
担
し
た
Ａ
が
①
③
の
部
分
を
書
写
し
、
②
④
は
別
の

人
物
（
仮
に
Ｂ
と
呼
ぶ
）
が
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
末
あ
た
り
な
ど
は
全
体
を
通

し
て
所
々
に
急
い
だ
よ
う
な
筆
と
な
る
部
分
が
あ
り
、
ま
た
一
面
の
行
数
が
七
行
の
部
分
と
十

行
の
部
分
が
あ
っ
て
、
一
見
し
た
際
の
印
象
は
異
な
る
が
、
特
に
④
と
別
筆
と
す
る
必
要
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
『
有
房
中
将
集
』
の
書
写
は
冒
頭
（
①
）
と
途
中
約
四
丁
（
③
）
を
除
い

た
部
分
（
②
と
④
）、つ
ま
り
全
九
十
四
丁
の
う
ち
の
大
部
分
が
第
二
筆
目
の
人
物
（
Ｂ
）
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
先
に
見
た
第
一
筆
の
人
物
（
Ａ
）

と
同
様
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
、
次
に
挙
げ
る
同
筆
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
主
殿
集
』
第
二
筆（
９
）

外
題
は
定
家
、
本
文
は
冒
頭
の
一
丁
表
の
み
定
家
、
そ
の
後
を
Ｂ
が
書
き
継
ぐ
。
所
々
に
本

文
に
加
筆
訂
正
が
見
え
る
が
、
必
ず
し
も
定
家
と
即
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

２
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
大
斎
院
前
の
御
集
』
下
巻
第
二
筆（
10
）

先
に
示
し
た
と
お
り
下
巻
冒
頭
が
定
家
、
そ
の
後
を
こ
の
Ｂ
が
書
き
継
ぎ
、
巻
末
は
さ
ら
に

別
の
側
近
（
Ａ
）
が
書
き
継
ぐ
。
書
写
分
担
の
分
量
と
し
て
は
三
つ
の
筆
跡
の
う
ち
Ｂ
の
部

分
が
も
っ
と
も
多
い
。

　

こ
の
三
つ
の
集
に
共
通
す
る
Ｂ
の
筆
跡
の
特
徴
は
【
図
３-

１
】【
図
３-

２
】
で
あ
る
。【
図

３-

１
】
の
「
た
」
は
先
に
見
た
【
図
２-

１
】
と
比
較
し
て
共
通
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。【
図
３-

２
】
の
「
お
も
ふ
」
は
、「
お
」
の
最
終
画
が
右
側
か
ら
一
度
上
に
回
り
込
ん
で
「
も
」

へ
続
く
と
い
う
特
徴
が
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
同
筆
資
料
は
『
主
殿
集
』『
大
斎
院
前
の
御
集
』
下
巻
と
も
に
、
冒
頭
が
定
家
筆
、

そ
の
後
を
Ｂ
の
筆
跡
が
書
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
の
筆
跡
に
つ
い
て
も
定

家
の
書
写
工
房
で
書
写
に
関
わ
っ
て
い
た
人
物
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、『
有

房
中
将
集
』
は
本
文
の
同
筆
資
料
か
ら
、
定
家
の
書
写
工
房
で
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
、
す
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な
わ
ち
、
定
家
本
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
Ａ
と
Ｂ
の
二
人
の
筆
跡
に
よ
る
書
写
と
い
う
点
に
つ
い
て
少
し
言
及
し
て
お
き
た
い
。

先
か
ら
挙
げ
て
い
る
『
大
斎
院
前
の
御
集
』（
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
）
下
巻
は
、

冒
頭
の
約
二
丁
を
定
家
、
そ
の
後
二
十
六
丁
を
側
近
（
ｂ
）
が
書
写
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
最

後
の
約
六
丁
は
別
の
側
近
の
筆
（
ａ
）
と
な
る（
11
）。
し
か
も
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
中
間
部
分
の

書
写
を
担
当
し
て
い
る
筆
跡（
ｂ
）は『
有
房
中
将
集
』の
第
二
筆
目（
Ｂ
）と
、巻
末
の
筆
跡（
ａ
）

は
『
有
房
中
将
集
』
の
第
一
筆
目
（
Ａ
）
と
同
筆
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
側
近
二
人
は
、『
有
房

中
将
集
』
を
書
写
し
た
と
き
は
二
人
の
み
で
行
っ
て
い
る
が
、別
の
時
に
は
定
家
と
一
緒
に
『
大

斎
院
前
の
御
集
』
を
書
写
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ａ
と
Ｂ
の
二
人
の
分
担

に
よ
る
書
写
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
『
有
房
中
将
集
』
は
定
家
の
工
房
の
中
で
書
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
一
つ
の
家
集
に
複
数
の
側
近
の
筆
が
見
ら
れ
る
定
家
監
督
書
写
本
は
、
他
に
も
先
に

挙
げ
た
『
伊
勢
大
輔
集
』
が
あ
る
。
こ
れ
も
全
丁
に
わ
た
り
側
近
の
筆
で
書
写
さ
れ
る
中
で
、

途
中
約
二
丁
分
だ
け
が
別
の
側
近
筆
と
な
っ
て
い
る
。『
伊
勢
大
輔
集
』
で
は
冒
頭
か
ら
の
大
部

分
を
書
写
す
る
筆
跡
が
『
有
房
中
将
集
』
の
Ａ
と
同
じ
で
、
他
に
多
く
の
同
筆
資
料
が
確
認
で

き
る
人
物
で
あ
る
。

　

定
家
監
督
書
写
本
に
あ
っ
て
、
側
近
の
筆
が
複
数
見
ら
れ
る
例
は
ま
だ
報
告
が
少
な
い
。
し

か
し
、
俊
成
の
監
督
下
に
書
写
さ
れ
た
私
家
集
は
、『
中
務
集
』（
出
光
美
術
館
蔵
）
で
は
側
近

二
筆
に
よ
る
書
写
、『
山
家
心
中
集
』（
宮
本
家
蔵
）
で
は
側
近
三
筆
に
よ
る
書
写
な
ど
、
複
数

の
側
近
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
加
筆
を
除
い
て
は
本
文
に
俊
成
の
筆
跡
に
よ
る
部
分
を
持
た
な

い
も
の
が
複
数
確
認
で
き
る
。
定
家
の
私
家
集
書
写
活
動
は
父
俊
成
の
あ
り
か
た
を
継
承
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（
12
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
定
家
に
お
い
て
も
定
家
が
本

文
の
書
写
を
分
担
し
た
部
分
を
含
ま
な
い
写
本
が
あ
っ
て
も
当
然
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

④（B筆）
81 ウ 6 行目

【
図
２-

１
】
有
房
中
将
集
「
た
」

【
図
２-

２
】
有
房
中
将
集
「
人
を
」

【
図
３-

２
】
Ｂ
筆
「
お
」

【
図
３-

１
】
Ｂ
筆
「
た
」

③（A筆）
70 オ 7 行目

②（B筆）
31 オ 1 行目

①（A筆）
1ウ 5行目

④（B筆）
94 ウ 5 行目

③（A筆）
71 ウ 1 行目

②（B筆）
8ウ 7行目

①（A筆）
2オ 6行目

大斎院前御下
12 オ 8 行目

主殿
53 オ 5 行目

有房中将
82 オ 2 行目

大斎院前御下
15 オ 3 行目

主殿
40 ウ 9 行目

有房中将
31 オ 1 行目
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五
、
ま
と
め

　

定
家
の
加
筆
の
跡
が
『
有
房
中
将
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
『
有

房
中
将
集
』
に
は
勅
撰
集
と
の
重
出
歌
が
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
し
か
な
い
た
め
、
こ
れ
以
外

の
集
付
が
な
い
の
は
当
然
と
い
え
る
。
本
文
の
訂
正
に
つ
い
て
も
、
側
近
の
書
写
に
問
題
が
な

け
れ
ば
書
き
加
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
集
付
や
本
文
へ
の
加
筆
・
訂
正
な
ど

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
定
家
の
校
閲
を
経
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
、

定
家
監
督
書
写
に
よ
る
私
家
集
に
は
な
に
が
し
か
定
家
の
書
き
入
れ
の
あ
る
集
が
多
い
。
し
か

し
、
定
家
の
私
家
集
書
写
活
動
に
お
い
て
は
、
冒
頭
の
み
を
定
家
が
書
写
し
た
も
の
や
全
丁
側

近
の
筆
に
よ
る
も
の
が
大
多
数
で
側
近
の
筆
に
よ
る
分
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、
一
丁
ず
つ
の
単

位
で
見
れ
ば
定
家
が
何
も
書
き
入
れ
な
い
丁
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
有
房

中
将
集
』
に
定
家
の
加
筆
が
な
い
こ
と
も
、
偶
然
的
に
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

外
題
が
定
家
に
似
せ
た
筆
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
体
調
不
良
な
ど
の
た
め
に

側
近
に
外
題
ま
で
も
任
せ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
書
写
当
初
は

定
家
の
外
題
が
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
例
え
ば
傷
み
の
た
め
に
、
似
せ
た
も
の
を
作
っ
て

付
け
替
え
た
と
い
う
可
能
性
も
十
分
に
想
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
明
ら
か
な
定
家
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
私
家
集
に
お
い
て
も
、『
有
房
中
将
集
』

の
よ
う
に
定
家
の
工
房
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
積
極
的
に
認
定
で
き
る
も
の
が
あ
る
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
指
標
と
し
て
、
他
の
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
に
も
見
ら
れ
る
側
近

の
筆
跡
を
取
り
あ
げ
た
。

　

定
家
の
書
写
工
房
に
お
い
て
定
家
の
書
写
を
支
え
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
分
担
の
仕
方
を
し

て
い
た
の
か
、
ま
た
工
房
で
は
ど
の
よ
う
な
書
写
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
定
家
監
督
書
写
本
に
つ
い
て
の
定
義
や
認
定
基
準
を
見

直
し
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
活
動
を
明
ら
か
に
て
い
く
こ
と
は
、
定
家
の
書
写
を
経
た

現
存
本
に
負
う
と
こ
ろ
の
大
き
い
文
学
作
品
の
本
文
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
注
）

（
1
） 

源
有
房
は
師
行
の
男
で
生
没
年
は
未
詳
。
数
々
の
歌
合
に
列
し
た
平
安
末
期
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
た
養
和
元
年
十
一
月
に
中
将
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人

伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
・
一
九
七
八
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
2
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
七
巻
『
中
世
私
家
集
三
』（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
八
年
）
解
題
は
井
上

宗
雄
氏
。

（
3
）  

書
陵
部
蔵
本
の
乙
本
と
丙
本
は
、
本
来
は
接
続
し
て
一
書
を
な
し
て
い
た
も
の
が
、
後
に
二
分
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
巻
『
平
安
私
家
集
四
』（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
六
年
）

（
5
） 

田
中
登
「
藤
原
定
家
の
書
の
周
辺
」（『
和
歌
を
ひ
ら
く
第
二
巻 

和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
』
岩
波
書
店
・

二
〇
〇
五
年
）

（
6
） 

財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
の
秘
籍
』（
朝
日
新
聞
社
・
二
〇
〇
二
年
）
の
解
説
「047

有
房
中
将
集
定
家
本
」
の
項
。
こ
の
解
説
に
つ
い
て
は
凡
例
に
お
い
て
「
解
説
お
よ
び
釈
文
は
、
赤

瀬
信
吾
・
小
倉
嘉
夫
・
田
中
登
・
橋
本
正
俊
・
藤
本
孝
一
が
分
担
執
筆
し
、
田
中
倫
子
も
加
わ
っ
て

相
互
に
検
討
し
た
」
と
あ
る
。

（
7
） 

側
近
筆
に
よ
る
本
文
の
な
ぞ
り
書
き
に
つ
い
て
は
他
の
私
家
集
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
家
入
博
徳

氏
「『
自
筆
』
に
対
す
る
意
識
と
意
味
」（
家
入
博
徳
『
中
世
書
写
論―

俊
成
・
定
家
の
書
写
と
社
会

―

』
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
〇
年
、「『
定
家
自
筆
』
へ
の
視
座
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
百
八
巻
第
七
号
・

二
〇
〇
七
年
七
月
初
出
）
に
詳
し
い
。
た
だ
し
、『
有
房
中
将
集
』
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
訂
正
に
何
ら

か
の
意
図
が
あ
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。

（
8
） 

注
6
に
挙
げ
た
『
冷
泉
家
の
秘
籍
』
解
題
の
凡
例
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 

　

一
部
を
藤
原
俊
成
や
定
家
が
書
写
し
他
を
側
近
等
が
書
写
し
た
も
の
を
「
俊
成
（
定
家
）
等
筆
」、

　

全
丁
を
側
近
等
に
書
写
さ
せ
訂
正
等
を
施
し
て
い
る
も
の
を
「
俊
成
（
定
家
）
監
督
書
写
」
な
ど

　

と
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
9
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
十
九
巻
『
平
安
私
家
集
六
』（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
九
年
） 

（
10
） 

日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
『
大
斎
院
前
の
御
集
』（
日
本
大
学
図
書
館
、
一
九
六
二
年
）

（
11
） 

拙
稿
「
藤
原
定
家
の
書
写
活
動
と
『
大
斎
院
前
の
御
集
』」（『
尾
道
大
学
日
本
文
学
論
叢
』
第
七
巻
・

二
〇
一
一
年
・
十
二
月
）

（
12
） 

田
中
登
「
藤
原
俊
成
の
私
家
集
書
写
活
動
」（『
国
文
学
〔
関
西
大
学
〕』
第
八
十
一
号
・
二
〇
〇
〇
年
・

十
二
月
）

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日
、
京
都
府
立
大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
和
歌
文
学
会
第
百
七
回
関

西
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
席
上
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）「
藤
原
定
家
の
書
写
工
房
に

お
け
る
古
典
籍
の
書
写
に
関
す
る
研
究
」（22820050

）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。


